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日　時　平成3年5月19日(日) (雨天決行)

午前9:00-午後3:08　決勝　午後2:20

海上保安大学校南側海面

全日本カッター連盟

呉市/呉市教育委員会/呉市体育振興財団

海上保安協会

海上保安大学校

∫

.

㌔

.

.

㌔

.

-

.

.

∫

.

.

′

妻

き

｡

M

.

T

r



第35回全日本カッター

競技大会を迎えて

海上保安大学校長　高　野　武　王

若葉をわたる風がひときわ爽やかに感ずるこの季節に､瀬戸内海の

奥座敷ともいえる波静かな呉湾において､第35回全日本カッター競技

大会が開催されることは､誠に喜びに堪えないところであります｡

全国から海に親しむ学生諸君が相集い､いささかクラシックな形の

カッターで､一糸乱れぬチームワーク､平素鍛練した体力と技伸を競

い合うことは､極めて意義深いものであります｡これを機会に大いに

友好の輪をひろげていただき､そして青春時代の良き思い出にしても

らいたいと思います｡

沿岸海域での開発が進むと共に､海洋レジャーの隆盛期を迎えた昨

今であります｡この様な催しが､いずこの海面でもできるという時代

でなくなってきておりますが､伝統的な本競技を通じ､海上において

は基本に忠実であることが､強く要求されること等､海事思想の普及

にいささかでも､貢献することができれば幸いであります｡

おわりに､本大会の開催にあたり､寄せられました関係各位の御援

助と御好意に対し､深甚なる謝意を表します｡

平成3年5月



第35回全日本カッター競技大会

主　　催　　全日本カッター連盟

後　　援　呉市/呉市教育委員会/呉市体育振興財団

海上保安協会

主　　管　　海上保安大学校

日　　時　平成3年5月19日(冒) (雨天決行)

会　　場　海上保安大学校南側海面

参　加　校　　海技大学校

鹿児島大学

神奈川歯科大学

神戸商船大学

水産大学校

電気通信大学

東　海　大　学

東京商船大学

東京水産大学

長　崎　大　学

日　本　大　学

防衛大学校

三　重　大　学

海上保安大学校

会　議　日　程

主将会議　　日　時　　5月18日仕) 1300-1500

場　所　　本館第一会議室

出席者　　参加各校主将及び主務

連盟合議　　日　時　　5月19日(日) 1600-1700

場　所　　本館第一会議室

出席者　　各校顧問教官及び代表学生2名
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副会長

審判長

顧　　問

海上保安大学校　　校　　長

海上保安大学校　　副校長

海上保安大学校　　訓練部長

海技大学校

鹿児島大学

神奈川歯科大学

神戸商船大学

水産大学校

電気通信大学

東　海　大　学

東京商船大学

東京水産大学

長　崎　大　学

日　本　大　学

防衛大学校

三　重　大　学

海上保安大学校

大
一とゝ

巨至岳

実行委員会　　4-ⅠⅠ

庶務･会計　　4-I

4-Ⅰ

広　　　　　報　　4-I

会場･設営　　4-Ⅰ

船艇･器材　　4-ⅠⅠ

設標･警戒　　4-Ⅰ

審　　　　　判　　4-HI

進行･放送･記録　　4 -ⅠⅠⅠ

接　　　　　待　　4-ⅠⅠ

宿　　　　　舎　　4-Ⅰ
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出　　漕　　ク　　ル

海技大学校
顧　問　　浅　木　健　司

氏

主　将

科･学年　身長(cm)　体重(kg)　出　身　校　(県名)

178　　　　　80　　　　村上海員

171　　　　　55 宇和島　　　愛　媛

艇指揮　　中　西　　　稔 180　　　　　83　　　　大島南

艇　長　　朝　崎　祐　之　　　　　　　　　　160　　　　55 鹿児島　　　鹿児島

1　　　西　銘　正　治　　　　　　　　　　　170　　　　　60 沖　　縄　　　沖　縄

2　　　　工　藤　勝　弘　　　　　　　　　　　171　　　　74

3　　　　橘　　　真　一　　　　　　　　　　　178　　　　　95

4　　　　小　山　順　一　　　　　　　　　　　170　　　　　64 館　　山　　　千　葉

5　　　　岩　田　　　勉　　　　　　　　　　　175　　　　　68 鹿児島　　　鹿児島

6　　　　稲　倉　浩　幸　　　　　　　　　　　160　　　　　55 室戸岬　　　高　知

7　　　　中　田　俊　郎　　　　　　　　　　167　　　　55 館　　山　　　千　葉

8　　　　田野尻　　　至　　　　　　　　　　　176 62　　　　鹿児島　　　鹿児島

9　　　　山　田　由紀夫 170　　　　　65　　　　館　　山　　　千　葉

10　　　村　本　哲　男 170　　　　　65　　　　八　　戸　　　青　森

11　　　森　山　-　順 171　　　　55　　　　宇和島　　　愛　媛

12　　　　小　川　洋　樹 178　　　　　80　　　　村上海員

補　　　寺　田　宗　弘 170　　　　　61　　　第4商業　　　東　京

捕

捕

捕

鹿児島大学
顧　問　　松　野　保　久

氏　　　名

主　将　　渡　辺　和　久

科･学年　　身長(cm)　体重(kg)　出　身　校　(県名)

漁業航海　3　　　177　　　　65　　　清　　風　　大　阪

主　務　　三　浦　千　人　　水　　産　2　　　171 61　　　　三　　重　　　大　分

艇指揮　　溝　口　　　新　　資源化学　3　　　172　　　　　64 白　　石　　　佐　賀

艇　長　　米　田　朋　広　　資源化学　3　　　170 鹿　　屋　　　鹿児島

1　　　黒　瀬　家　盛　　食糧科学　3　　　175 加世田　　　鹿児島

2　　　　渡　辺　和　久　　漁業航海　3　　　177 清　　風　　　大　阪

3　　　岸　本　　　力　　漁業航海　3　　　172　　　　65 横須賀　　　神奈川

4　　　　竹　本　昭　男　　水　　産　2　　　170　　　　　56 八　　頭　　　鳥　取

5　　　　則　座　正　憲　　漁業航海　3　　　171　　　　65 八　　代　　　熊　本

6　　　押　村　克　彦　　水　　産　3 175　　　　74　　　　大　　島　　　鹿児島

漁業生産　3 175　　　　90　　　　大　　口　　　鹿児島

8　　　　中　村 徹　水　産　3　　　179　　　　70　　　豊　　浦　　　山　口

9　　　　川　崎　　　太　　水　　産　2 166　　　　60　　　　鹿　　屋　　　鹿児島

10　　　橋　本　祐　二　　水　　産　2 174　　　　65　　　　宇和島東　　　愛　媛

11　　　西　本　　　実　　水　　産　2 164　　　　58　　　安芸府中　　　広　島

12　　　岩　切　　　竜　　水　　産　2 166　　　　58　　　　鹿　　屋　　　鹿児島

補　　　　三　浦　千　人 水　産　2　　　171　　　　61　　　三　　重　　　大　分

補　　　斉　藤　栄一郎　　水　　産　2 170　　　　　63　　　名古屋学院　　愛　知

補　　　野　口　和　博　　水　　産　2 168　　　　　53　　　　五　　島　　　長　崎

補　　　東　　　純　也　　水　　産　2 176　　　　　60　　　　武岡台　　　鹿児島
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出　　漕　　ク　　ル

神奈川歯科大学

顧　問　　中　村　玄二郎

氏　　　名

主　将　　薄　井　俊　朗

科･学年

歯学部　5

出　身　校　　(県名)

日立一高　　　茨　城

主　務　　天　野　健　三　　　歯学部　5

艇指揮　　薄　井　俊　朗　　　歯学部　5

日大三島　　　神奈川

日立一高　　　茨　城

艇　長　　山　田　幸　英　　　歯学部　5 55　　　　日大明誠　　　東　京

1　　　矢　野　　　優　　　歯学部　4　　　168 62　　　　杵　　築　　　大　分

2　　　　山　崎　淳　司 歯学部4　　　172　　　　68　　　国学院栃木　　崎　玉

3　　　　天　野　健 歯学部　5　　　170　　　　65　　　　日大三島　　神奈川

4　　　川　俣　　　泰　　　歯学部　2　　　170 68　　　　鶴岡南　　　山　形

5　　　　有　働　秀 歯学部　5　　　185　　　　75　　　熊商付属　　　熊　本

6　　　仲　尾　昌　彦　　　歯学部　4 195　　　　110　　　　沖縄尚校

7　　　大　原　健　一　　　歯学部　5 195　　　　110　　　　県立三国　　　福　井

8　　　　中　丸　吾　郎　　　歯学部　5 175　　　　　70　　　　城　　北　　　広　島

9　　　　尾　上　正 治　　　歯学部　4　　　175　　　　75　　　青山学院　　　東　京

10　　　小　野　晃　嗣　　　歯学部　3 165　　　　　50　　　　逗　　菓　　　神奈川

11　　　中　山　大　作　　　歯学部　3 165　　　　　65　　　　高　　輪　　　神奈川

12　　　　永　塚　俊 之　　歯学部　3　　　170　　　　65　　　初　　声　　神奈川

補　　　牧　村　之 人　　　歯学部　4　　　172　　　　63　　　　紋別北　　　北海道

補　　　谷　川　克　之　　　歯学部　3 162　　　　　50　　　　成　　城　　　神奈川

補　　　小　池　軍　乎　　　歯学部　2 176　　　　　73　　　　横浜高校　　　神奈川

捕

神戸商船大学
顧　問　　鈴　木　三　郎

氏　　　名

主　将　　千　葉　信　幸

科･学年　　身長(cm)　体重(kg)　出　身　校　(県名)

航　海4　　　176　　　　80　　　布　　施　　大　阪

艇指揮　　佐　野　　　剛　　航　　海　4　　　175 65　　　　河　　南　　　大　阪

艇　長　　馬　冒　淳　一　　機　　関　4　　　170 60　　　　延　　岡　　　宮　崎

1　　　鍋　野　智　昭 輸送料　3　　　174　　　　65　　　智弁学園　　　奈　良

2　　　　上　月　　　収　　航　　海　3　　　175 81　　　神戸高塚　　　兵　庫

3　　　　岩　並　秀　和　　航　　海　3　　　169 64　　　　山　　城　　　京

4　　　　保 田　和　也　　機　　関　3　　　169　　　　70　　　網　　千

5　　　千　葉　信　幸　　航　　海　4　　　176　　　　80　　　布　　施

6　　　　樋 ロ　賢　吾　　機　　関　4　　　175　　　　75　　　　州　　本

7　　　　高　瀬　健　一　　原子動力　3　　　175 65　　　　藤井寺

8　　　　中 西　清　治　　航　　海　3　　　169　　　　65　　　　牧　　野

9　　　栗　本　宏二郎　　機　　関　4　　　175　　　　70　　　岐　　山

10　　　河　田　成　司　　商船システム　2　　　176　　　　70　　　羽島北

11　　　白　石　準　人　　機　　関　3　　　168 63　　　　芳　　泉　　　岡

12　　　　川　田　-｣仁　　機　　関　3　　　167 63　　　　杵　　築　　　大　分

補　　　矢　野　敏　也　　機　　関　3　　　167 57　　　　玉　　名　　　熊　本

補　　　前　田　裕　一　　動力システム　2　　　170 68　　　倉敷古城池　　岡　山

捕

捕
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出　　漕　　ク　　ル

水産大学校
顧　問　　高　島　未　夫

氏　　　名　　　　　科･学年　　身長(cm)

主　将　　有　元　康　司　　　　増殖　3　　　174

体重(kg)　出　身　校　　(県名)

58　　　　函館東　　　北海道

主　務　　津　田　浩　伸　　　　漁業　3　　　170 洛　　東　　　京　都

艇指揮　　恋　塚　信　一　　　　機関　3　　　171 猶輿館　　　長　崎

艇　長　　松　浦　太　郎　　　　機関　2　　　171 57　　　　浜田水産　　　島　根

1　　　有　元　康　司　　　　増殖　3　　　174　　　　58　　　　函館東　　　北海道

2　　　　岡　迫　裕　文　　　　増殖　3　　　176 60　　　　基　　町　　　広　島

3　　　早　川　博　文　　　　漁業　3　　　166　　　　58　　　　川　口北　　　埼　玉

4　　　　林　田　圭　介　　　　機関　2　　　170　　　　　64　　　　豊　　津　　　福　岡

5　　　古　滞　泰　敏　　　　機関　2　　　174　　　　69　　　　日　　南　　　宮　崎

6　　　堤　　　章　範　　　　製造　2　　　182　　　　74　　　　豊　　津　　　福　岡

7　　　　星　野　尚　重　　　　増殖　3　　　183　　　　　71　　　大　　原　　　神奈川

8　　　　松　井　英　治　　　　漁業　3　　　177　　　　　69　　　　山　　田　　　大　阪

9　　　寺　戸　寛　史　　　　増殖　2　　　178　　　　75　　　　伊　　丹　　　兵　庫

10　　　大　石　敬一郎　　　　機関　3　　　171　　　　63　　　　長　　泉　　　静　岡

11　　　喜　田　裕　則　　　　漁業　3　　　167　　　　　62　　　　加

12　　　津　田　浩　伸　　　　漁業　3　　　170 洛　　東　　　京　都

補　　　安　達　　　孝　　　　漁業　2　　　174 香　　住　　　兵　庫

補　　　平　岩　新　吾　　　　漁業　2　　　174 倉吉東　　　鳥　取

補　　　政　木　康　光　　　　漁業　2　　　176 柳　　井　　　山　口

補　　　中　村　正　男　　　　増殖　2　　　167 高砂南　　　兵　庫

電気通信大学
顧　問　　石　島　　　巌

氏　　　名　　　　科･学年　　身長(cm)　体重(kg)　出　身　校　　(県名)

主　将　　宇　高　　　博　　情報Ⅰ 4　　　150　　　　　50　　　　大分東明　　　大　分

主　務　　小　津　春　樹　　電子情報　3　　　166 富士●東　　静　岡

指揮揮　　字　高　　　博　　情報工　4　　　150 大分東明　　　大　分

艇　長　　和　泉　　　剛　　情報工　4　　　170　　　　　65　　　　沼　　津　　　静　岡

1　　　神　原　　　学　　機械制御1　　　170　　　　　60　　　松本県ヶ丘　　長　野

2　　　　文　田　義　宣　　電子工1　　　171　　　　60　　　　城　　東　　　岡　山

3　　　　年　田　太一郎　　機械制御1　　　167　　　　　53　　　　県立桂　　　山　梨

4　　　　田　中　一　夫　　電子物性1　　　170　　　　　88　　　　前　　橋　　　群　馬

5　　　　篠　塚　浩　慈　　電子物性1　　　177　　　　　68　　　東邦大附属　　千　葉

6　　　　宮　下　英　基　　機械制御　3　　　165　　　　　59　　　富士河口湖　　　山　梨

7　　　　江　本　和　義　　機械制御　2　　　171　　　　64　　　　大　　船　　　神奈川

8　　　　斎　藤　浩　徳　　電子工1　　　167　　　　　54　　　　古河第三　　　茨　城

9　　　　林　　　俊　之　　　　　　　3　　　175　　　　　70　　　　大　　宮　　　埼　玉

10　　　　園　田　隆　之　　電子工1　　　167　　　　　53　　　世田谷学園　　　東　京

11　　　満　永　大　司　　電子情報　4　　　178　　　　　65　　　　桜　ヶ　丘　　　神奈川

12　　　小　津　春　樹　　電子情報　3　　　166　　　　　63　　　　富士東　　　静　岡

補　　　佐　野　幸　一　　電子情報　3　　　180　　　　　82　　　東工大附属　　東　京

捕

捕

捕
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出　　漕

東　海　大　学

顧　問　　花　房　元　顕

氏　　　名　　　　　科･学年

主　将　　野　村　団　博　船舶工学4

主　務　　三　上 一　郎　　海洋資源　4

出　身　校　(県名)

旭川　西　　　北海道

艇指揮　　鍋　島 一　馬　　水産資源　4

艇　長　　岡　村 秀　朗　　航海工学　4

-宮西　　　愛　知

東洋大姫路　　兵　庫

1　　　輿　石　一　幸　　航海工学　3

63　　　　松　　陽　　　神奈川

2　　　今　釆　隆　一　　海洋工学　2

183　　　　　72　　　　韮　　崎　　　山　梨

3　　　大　津　雅　美　　海洋資源　4

185　　　　　78　　　　成田西　　　千　葉

4　　　　田　口　　　大　　航海工学　4

169　　　　　64　　　　大　　沢

170　　　　　　70

5　　　森　地　良　平　　海洋資源　2
169　　　　　　65

6　　　虻　川　博　昭　　船舶工学　3

7　　　　穂　積　寛

70　　　　大館鳳鳴　　　秋　田

明　　土木工学　4　　　176　　　　　75

8　　　山　中　浩　司　　海洋工学　4
173　　　　　　70

9　　　野　村　国　博　　船舶工学　4

10　　　石　渡　淳　朗　　海洋資源　2

180　　　　　　70

171　　　　　　68

11　　北　山　行　一　　航海工学　3 168　　　　　71　　　草加南　　　埼　玉

12　　　桜　井　克　浩　　土木工学　3

補　　　堀

173　　　　　75　　　　作新学院　　　栃　木

出　昌　希1水産学科　3 172　　　　　70　　　　常滑北　　　愛　知

海洋科学　3 175　　　　　68　　　　北　　稜　　　京　都

将　　航海工学　2　　　168　　　　　65

航海工学　2　　　176　　　　　76

東京商船大学
顧　問　　吉　田　卓　也

氏　　　名　　　　　科･学年

主　将　　中　村　昭　敏

主　務　　川　西　伸　吾

機関　4

身長(cm)

161

校　　(県名)

弥栄東　　　神奈川

運送　4

艇指揮　　中　村　昭　敏
富岡東　　　徳　島

機関　4

艇　長　　秋　田　学　士

弥栄東　　　神奈川

機関　4 備前東　　　岡　山
1　　　進　藤　　　航　　　　航海　3　　　179 74　　　　小　　金　　　千　葉

2　　　　潰　崎　良　介　　　　運送　3　　　175 70　　　　長崎東　　　長　崎

3　　　　児　玉　裕　二　　　　制御　3　　　175 68　　　　四　日　市　　　三　重

4　　　　大　沼　禎　明　　　　機関　3　　　168 69　　　　真　　岡　　　栃　木

5　　　　川　西　伸　吾　　　　運送　4　　　174 64　　　　富岡東　　　徳　島

6　　　　菅　沼　憲　史　　　　航海　3 172　　　　　62　　　　長　　生　　　千　葉

7　　　矢　野　哲　也　　　　機関　3 179　　　　75　　　　瀬戸西　　　愛　知

8　　　　船　越　　　聡　　　　航海　4

9　　　　片　岡　　　零　　　　航海　2

168　　　　68　　　　足　　柄　　　神奈川

10　　　今　井　茂　雄　　　　機関　3

165　　　　71　　　猪　　協　　　東　京

170　　　　　54　　　　松本第一　　　長　野

11　　　福　田　和 彦　　　　航海　3

12　　　宝珠山　輝　生　　　　航海　3

164　　　　56　　　　江　　別　　　北海道

補　　　田　村　日出幸　　　　機関　2

168　　　　64　　　　福　　崎　　　兵　庫

170　　　　66　　　　日　大二　　　東　京

補　　　井　上　真　一　　　　航海　2

捕

170　　　　80　　　　伊　　予　　　愛　媛

捕
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出　　漕　　ク　　ル

東京水産大学
顧　問　　佐　藤　　　要

氏　　　名　　　　　科･学年　　身長(cm)

主　将　　縄　田　俊　浩　　資源育成　4　　　165

身　校　　(県名)

部　　　山　口

主　務　　山　城　哲　也　　海洋生産　3　　　181 宝塚西　　　兵　庫

艇指揮　　下　江　宏　和　　資源育成　4　　　163 鶴　　嶺　　　神奈川

艇　長　　高　木　克　年　　海洋生産　3　　　176 北広島　　　北海道

1　　　吉　村 資源育成　3　　　168　　　　65　　　土　　佐　　　高　知

海洋生産　3　　　168　　　101　　　守　　山　　　滋　賀

食品生産　2　　　171　　　　66　　　熊本北　　　熊　本

食品生産　3　　　177　　　　65　　　　古河第三　　　茨　城

5　　　　守　安　五　郎　　海洋生産　3　　　178 73　　　　金　　岡　　　大　阪

6　　　　山　城　哲　也　　海洋生産　3　　　181 65　　　　宝塚西　　　兵　庫

7　　　　増　田　誠　一　　食品生産　3　　　180 70　　　　函館有斗　　　北海道

8　　　　嶋　本　州　和　　資源育成　3　　　175 65　　　　洛　　東　　　京　都

9　　　　楠 原　強　志　　資源育成　3　　　172　　　　70　　　埼玉栄東　　埼　玉

10　　　葛　西　裕　史　　海洋生産　3　　　168 65　　　　柏中央　　　千　葉

11　　　縄　田　俊　浩　　資源育成　4　　　165 63　　　　宇　　部　　　山　口

海洋生産　3　　　170　　　　66　　　栃　　木　　栃　木

捕 食品生産　3　　　173　　　　66　　　菊　　池　　　熊　本

捕 海洋生産　3　　　170　　　　65　　　　足　　立　　　東　京

捕 海洋生産　3　　　170　　　　65　　　　足　　立　　　東　京

海洋生産　2　　　170　　　　63　　　　墨田川　　　東　京

顧　問　　高　山　久　明

氏　　　名

主　将　　中　村　徹　也

科･学年　　身長(cm)　体重(kg)　出　身　校　(県名)

漁業科学　3　　　177　　　　65　　　　長崎北　　　長　崎

主　務　　原　口　哲　生　　海洋生産　3　　　170　　　　50　　　佐世保北　　長　崎

艇指揮　　原　口　菅　生 海洋生産　3　　　170･　　　50　　　　佐世保北　　　長　崎

艇　長　　児　玉　直　樹　水　産　2　　　178　　　　73　　　宮崎水産　　宮　崎

1　　　下　山　武　彦　　水　　産　2　　　170　　　　70　　　佐世保南　　長　崎

2　　　美濃谷　哲　也　　水　産　2　　　170　　　　65　　　雄城台　　　大　分

3　　　松　浦　晃　己　　水　　産　2　　　165　　　　82　　　諌早農業　　長　崎

4　　　山　崎　繁　彦　　漁業科学　3　　　180　　　　76　　　長崎東　　長　崎

5　　　山　本　昌　幸　　水　　産　2　　　171　　　　72　　　詫間電波二撲高専　　香　川

6　　　　田　中　　　徹　　水　　産　2　　　177 67　　　　諌　　早　　　長　崎

7　　　中　村　徹　也　　漁業科学　3　　　177　　　　65　　　長崎北　　長　崎

8　　　　緒　方　和　也　　漁業科学　3　　　171 本　　　熊　本

9　　　　北　川　高　書　　漁業科学　3　　　175 五　　島　　　長　崎

10　　　平　井　健　嗣　　水　　産　2　　　175 熊本北　　　熊　本

11　　　松　村　和　啓　　水　　産　2　　　175 長崎西
12　　　繁　宮　政　仁.水　　産　2　　　173 国学院久我山

捕

捕

捕

捕
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出　　漕　　ク　　ル

日　本

顧　問

主　将

科･学年　　身長(cm)　体重(kg)　出　身　校　(県名)

拓植　4

畜産　4

艇指揮　　松 柘植　4　　　170　　　　　62

艇　長　　　小　松 拓植　2　　　174　　　　　96

1　　　　山　根 蓄産　4　　　177　　　　　70

2　　　　木　内 畜産　4　　　　168　　　　　63

3　　　　吉 林　2　　　　177　　　　　65

4　　　　阪 柘植　2　　　　175　　　　　64

5　　　　小 林　2　　　　175　　　　　62

6　　　　波多野 蓄産　4　　　165　　　　　57

7　　　　小　野 農工　3　　　168　　　　　63

8　　　　佐　野　英 蓄産　4　　　　173　　　　　62

9　　　　蔭　山　大　三　　　　柘植　2　　　172　　　　　65

10　　　　宇津木　孝　正　　　　　林　2　　　168　　　　　62

11　　　秋　元　友　司　　　　食経　3　　　170　　　　　63

12　　　元　山　義　則　　　　食工　2　　　165　　　　　58

補　　　　手　塚　孝　治　　　　水産　4　　　170　　　　　68

捕

捕

捕

防衛大学校
顧　問　　小　山　秀　雄

氏　　　名　　　　　科･学年　　身長(cm)

主　将　　別　府　万寿博　　理工土木　4　　　171

体重(kg)　出　身　校　(県名)

72　　　　加世田　　　鹿児島

主　務　　富　松　智　洋　　理工土木　4　　　180 八幡大学附属　　福　岡

艇指揮　　別　府　万寿博　　理工土木　4　　　171 加世田　　　鹿児島

艇　長　　遠　藤　繁　利　　人文管理4　　　166　　　　68　　　　明　　法　　　東　京

1　　　新　妻　嗣　礼　　理工通信　3　　　172.5　　　72　　　豊橋東　　　愛　知

2　　　　岡 井　　哉　　理工応用　3　　　172　　　　68　　　伊　予　　愛　媛

3　　　小　杉　　　修　　理工電気　3　　　170　　　　63　　　　甲府東　　　山　梨

4　　　樺　井　　猛　理工航空　4　　　175　　　　73　　　　　蔽　　　　埼　玉

5　　　　中　村
-　樹　理工航空　4　　　171　　　　66　　　　田名部　　青　森

6　　　　赤 尾　信　哉　理工機械4　　　170　　　　74　　　今治西　　愛　媛

7　　　坂　上　塑　太　　理工応用　4　　　178　　　　73　　　　枚方西　　　大　阪

8　　　吉　田　久　哉　　理工材料　3　　　175　　　　69　　　高松第一　　　香　川

9　　　芳　崎･祐　真　　理工電気　4　　　170 65　　　　有馬商　　　兵　庫

10　　　国　沢　　　保　　理工数学　3　　　173 64　　　　飯　　田　　　石　川

11　　　北　川　　　聴　　理工土木　4　　　165 56　　　　仙台向山　　　宮　城

12　　　谷　富　誠一郎　　理工電気　4　　　168 63　　　　済々　牽　　　熊　本

補　　　前　田　健　一　　理工材料　3 167　　　　　58　　　　済々　費　　　熊　本

補　　　井　手　達　夫　　理工航空　4　　　172　　　　74　　　　甲陽学院　　兵　庫

補　　　平　　　敏　宏　　理工精密　2　　　168 63　　　　高蔵寺　　　愛　知

捕 大　場　啓　生　　理工情報　2　　　177　　　　78　　　住　　吉　　　大　阪
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出　　漕　　ク

三　重　大　学

顧　問　　小　林　　　裕

氏　　　名　　　　科･学年　　身長(cm)　体重(kg)　出　身　校　(県名)

主　将　　松　崎　　裕　　人　　文　3　　　172　　　　62　　　明石清水

主　務　　岡　田　　　誠　　生物資源　2　　　180 高規北

艇指揮　　樋　口　幸　市　　　工　　4　　　183 桑　　名

艇　長　　山　本　祥一郎　　水　　産院2　　185 大　　阪

1　　　鶴　　　考　浩　　　工　　4　　　170　　　　68　　　　常滑北

2　　　亀　井　伸　郎　　　工　　4　　　165　　　　59　　　　桜　　井

3　　　　菅　本 潔　　人　　文　3　　　175　　　　　75　　　　ラサール

4　　　　松　崎　　　裕　　人　　文　3　　　172　　　　　62

5　　　　竹　内　俊　英　　生物資源　2　　　178　　　　　68　　　　川　　越

忠　勲　　生物資源　2　　　175　　　　63　　　　箕　　面

7　　　岡　田　　　誠　　生物資源　2　　　180　　　　75　　　　高規北

8　　　宮　地　義　紀　　　工　　2　　　170　　　　60　　　　小牧南

9　　　和　田　康　雄　　　工　　4　　　170　　　　59　　　　富田林

10　　　児　玉　和　典　　教　　育　2　　　170　　　　63　　　　桑　　名

11　　　太　田　治　宏.生物資源　2　　　168　　　　65　　　　四　日　市

12　　　西　崎　球太郎　　生物資源1　　180　　　　75　　　　明石城西

補　　　時　崎　通　子　　生物資源　2　　　161　　　　　　　　雲雀丘学園

補　　　鈴　木　玲　子　　生物資源　2　　　150　　　　　　　　　島　　田

捕

捕

海上保安大学校

顧　問　　伊　藤　裕　康

氏　　　名

主　将　　永　田　成　功

圃

科･学年　　身長(cm)　体重(kg)　出　身　校　(県名)

1　4　　　169　　　　　61　　　大　　村　　　長　崎

主　務　　池　田　紀　道　　　ⅠⅠ　4　　　172　　　　65　　　名古屋西　　　愛　知

艇指揮　　永　田　成　功　　　Ⅰ　4　　　169　　　　61　　　大　　村　　　長

艇　長　　田　中　裕　二　　　ⅠⅠ　4　　　173　　　　73　　　　泉　　北　　　大　阪

1　　　亀　田　晃　尚　　　ⅠⅠ　3　　　170　　　　65　　　小　　倉　　福　岡

2　　　古　谷　健太郎　　　Ⅰ　3　　　173　　　　63　　　　鶴　　嶺　　　神奈川

3　　　丹　野　博　信　　　1　3　　　175　　　　57　　　　仙台第一　　　宮　城

4　　　内　海　雅　雄　　　Ⅰ　3　　　168　　　　92　　　　平塚江南　　　神奈川

5　　　兵　頭　　　保　　　Ⅰ　3　　　173　　　　64　　　　小　　川　　　東　京

6　　　　矢　内　雄　二　　　ⅠⅠ　4　　　173　　　　85　　　　水戸第-　　　茨　城

7　　　早　川　　　聡　　　　　　2　　　175　　　　68　　　　豊田北　　　愛　知

8　　　　林 Ⅰ　3　　　180　　　　　72　　　　川　　内　　　鹿児島

9　　　　瀬戸口 2　　　178　　　　　78　　　　松　　陽　　　鹿児島

10　　　　春　藤 HI　3　　　168　　　　　63　　　　城　　北　　　徳　島

11　　　吉　田 2　　　169　　　　　61　　　小樽湖陵　　　北海道

12　　　　佐々木 ⅠⅠ　3　　　173　　　　　64　　　　大船渡　　　岩　手

捕

捕

捕

捕

1　9　-

崎

太

光

渉



会

q小鮒島

場　　略　　図

至吉浦駅

ー10　-

回頭ライン



審　判　　規　定

∩

0

(1)使用艇の決定
予選に使用する艇､及びコースは､レ-ス前日に各々抽選によって決定し､順

位決定､敗者復活､及び決勝レースに使用する艇､コースは､当日の抽選により

決定する｡オールは､原則として艇に備えているものとするo

`2'艇艇員毘艇指揮､艇長､漕手12､補欠2､計16名とするoなお補欠は､全レー

スを通して2名とし､レース中の交替も自由とするo

(3)使用艇搭載物品
使用艇は､別表1に定める物品を搭載するものとする〇　　･

(4)出場艇の標識

各出場艇は当該校の標識を艇尾旗竿に掲揚するoただし､スタート後はこの限

りではない｡

(5)発進要領

①発進は別表2のトグル発進要領に従って行うo

②発動は定刻に行い､原則として変更しないoただし､ブイ修正のため､審判

長は発動時刻を遅らせることができる｡

③艇員の不注意に起因する発進の遅滞等については､これを考慮しないo

(6)漕走中の規則､および注意

①各艇は､定められた自己のコースを漕走するものとし､もし誤って他の艇に

接触､その他不正行為があったと審判長が認めたときは､失格とするo

②各艇は原則として完走するものとし､途中の棄権は認めないoスタートにお
いて号砲前に飛び出した艇も完走しなければならないo

ただし､自艇の故障およびこれに類する場合を除く｡

③互いにコースの端を航行して､ 接触の恐れがある場合には､復行艇が先行艇

の進路を避けるものとする｡

④レース中のコースにおける障害は､他艇の不正な接触を除くほか､各艇自ら
これを忍ぶべきものとする｡

ex.風潮､他船の引き波､漂流物　等

※自艇の故障-.-航走することができないと審判員が認める故障

(7)　回頭要領

回頭は左回頭(反時計回り)とする0回頭は指定の回頭旗を回頭するものとし､

他の回頭旗を回頭した場合及び回頭旗､回頭ブイに艇の一部､または､オールの
一部でも接触した場合には､失格とする.

(8)　ゴー　ル

①艇首が規定のゴールラインに入った順序を以て順位とし審判するo

②同著の場合は追い込み艇の勝ちとし､追い込み艇の判定の困難な場合は､回頭

旗を遅れて回頭終了(回頭を終わって船首をゴールラインに向首した時期)

した艇を追い込み艇とする｡以上による判定方法でも､判定が困難な場合に

は同着とし､次位を空位とする｡

③オールを流したままゴールしても失格としないo
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(9)　失格事項

次の各項に該当する行為で､審判長が判定した場合は失格とする｡

ただし､本審判規定における失格とは当該レースのみに関するものであり､

その成績は当該レースの最下位とみなす｡

①審判長､もしくは審判員の指示､または注意に従わなかった場合｡

② (イ) ｢各艇その位置｣の合図により､かい上げを行ってから､発動までに

オールを海面につける行為､またはトグルを放す行為ないしトグル

を持つものが海中に落ちた場合｡

(ロ) ｢各艇その位置｣の合図までにトグルを保持しない場合｡

③他のコースに進入して､他艇と接触し､または他艇の進路を妨害した場合｡

④回頭旗､回頭の方向を間違った場合｡

⑤回頭の際､回頭旗､またはブイに艇､またはオールの一部でも接触した場合｡

⑥規定の搭載物品を搭載することなく､競技に出場した場合｡

⑦オールを除く規定の搭載物品を流失し､これを場収することなく競技を続行
した場合｡

⑧その他､不正行為があった場合｡ただし､失格行為が不可抗力によるものと

審判長が認めた場合はこの限りではない｡

(10)　異議申立

①各艇の艇指揮は､発動までに､主催者側に起因し､競技に支障ある不備につ
いて､赤旗を掲げたのち審判員に異議申立をすることができる｡

②競技に関する異議申立等は､艇指揮が審判員に対して速やかにこれを行うも
のとし､審判長がこれを裁決する｡

レースの手引

本大会に使用される艇は長さ9m12人漕ぎのカッターである｡救命艇として使用されるものであるが､
一般のそれは為朝尾同型であるのに対し､鴫を切落して外観は普通の舟艇と変わりないo艇はF.R. P製

で､オール12本(各々長さ約4･3m､握りの直径7.5cm､重さ8射-し9kgである)マスト､セール等の

儀装品を備え･帆走も可能である｡漕手はCrewと呼ばれ､艇首側から右舷側の者が1番､同じく左舷側

の者が2番､以下艇尾に向かって交互に3 ･ 4-11･12番と続き､ 1 ･ 2番をBowmen､ 11･12番を

Strokemenと称している｡ Strokemenは撹漕のピッチを加減する任務を持つ｡艇尾で舵を握るのが艇

長で号令をかけ指揮するのが艇指揮である｡艇指揮は艇のすべての指揮を行ない船長に相当する｡

レース距離は折返し2,000mの直線コースで行う.各艇の艇首が一直線に並んだ時､号砲の信号を

もってスタートし､スタートラインより1,000mの所に設置された各コースごとの回頭旗を､艇をこれ

に接触させずに左回り(反時計回り)に回頭して帰ってくる｡即ちスタートラインがそのままゴールラ

インでゴールは艇首がゴールラインに達した時とする｡予選は各グループ4または5チームで実施する｡

各グループの優勝チームおよび敗者復活戦で1位および2位となった計5チームによって最後に優勝

戦が行なわれる.レースはいずれも時間的ずれによる海況の変化等の影響のためにタイムレースでなく

着順位である｡ピッチ(1分間に漕ぐ回数)は大体30前後であるが､各チームとも漕法の研究を重ねて

いるので必ずしも一定ではなく､それぞれ特色のある漕法によるピッチを持っている｡レース所要時間

は10分余であるが､しかし救命艇という性質上､いかをる荒海でもレースは行われ､そのようを場合

には30分にも及ぶことがある｡カッターレースは10分余の間､一瞬といえども息を抜くことを許されず､

しかもクルー全員の呼吸が完全に一致しなければならない｡かノタ-レースは､ピッチをいくらに定め

るか､スタートダッシュ､回頭､ラストスパートの巧拙､風浪､海潮流の対策､利用の巧拙等が見所で

あり､シーマンシップを完全に身につけた者が初めて克服できる実技を兼ねた､最も豪快な海のスポー

ツである｡
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〔別表1〕使用艇の搭載物
オール

ボートフック

トランシーバー

〔別表2〕トグル発進要領

スピーカー 偃葦��ピストル 丿Y/��

5分前 �(5�5��ｸ6sYZｩ��2�浦ﾈⅨ��1原画?__ 1人 ��トグルをとり 船首を回頭旗へ 向ける 

1分前 �(5�5��ｸ6s�Zｩ��2�浦ﾈⅨ��同上 �� 

30秒前 �#3�V)��2�浦ﾈⅨ��同上 �� 

10秒前 �(ｦY/�+ｸ,ﾈ見'Z2�2原画 ��各艇とう漕禁止 

(復唱) 箸�や粫���+ﾈ+�,�*�*(�8+���hｦY/�,�,(*(,B�(ｦY/�+ｸ,ﾂ�

!‥一 号笛/;T 短4声㌧＼l] …冒声TT 刪ﾊ置｣がか かるまでにト グルを保持し なければ､失 格とする 

発動 ��垂直に 振下す1 俘id2� 

※スタート合図の優先順位は①手旗　②ピストルの順とする｡
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キ轟cG>臥.､

天候妾摘風向組斡風速ふん波浪之

時刻 偃ﾙm｢��5*(5��俔ｩkﾂ�艇 剪�� 刄^イム ���繒�x��ｷﾂ�r�ﾆﾂ�xb�xb�x��停�

0900開会式 

･1020 冰ﾉ���c�8ﾈ�ｸ5������亰I�X�8邊�且 勁3 �/トゲ3-3 

2 剄虚x東泉 亦���ﾂ�派6r�ﾒ��

3 剳凾ｲ命を �2����梯ⅲﾗC"�

4 刮磨謌�ﾄ鷺娘. ��r�俚2�汀2ﾓ����

1100 冰ﾉ���c(8ﾈ�ｸ5������6ﾙ�y��ﾈ仰�之 刄� 冕I-′iJ.i 

2 刳燈芬ｰ敵 澱���ﾂ�程�ﾖf鍔��

3 冓壷矢も. 俾��唏*��汀7Bﾖ6｢ﾘ*ﾘ*��

4 剌･嵐えも ����ｲ��*��碇潰4rﾔ��

5 剳~患歯髄朱 ���｢����梯��ﾈ6h�ｶ��

1140 冰ﾉ���c88ﾈ�ｸ5�������x���/��a �3 冕ユーoみ.ユ 

2 剴W_乳鮎天覧 睦�梯�梯�,9ox<���

3 剩ﾔ餐叫鰍豊 澱�傚r�艇8h�ｳ8廱IEb�

4 刮ｐ竦H能 �6ﾂ� �=I�����ﾉ�#�Rﾓ2�

5 刳ｳ息鑑 氾2��9��吠fﾙXbﾓ2�

抽選.昼食一休憩 

1300 僭8�)Yﾈｨ�8ﾈ�ｸ5��1 剌�奇人Ji 凾ﾇ �,r�蒔H,ﾘ��ﾂ�

2 剴倹X丸藍 冓 �8jB�亦�ｩ�ﾒ�

3 亊ｹOh.�ﾞｹ�ﾈ�ｲ�僖��普 冓/一万--才 

4 刹ﾁ恵細線 剿S之 梯�程坪�ﾈ嶹fﾖb�

5 剋蜩]儀を痔葡 �3 未�白�-8.h耳v��

1340 傀x肩ﾈ�88ﾈ�ｸ5��1 剋O息亀大患良 �& �.b�汀ｨ6vﾉz��9Eb�

2 剴ﾔ藩鴫 剩V ��r�程ET8�ﾘ+��

3 �.覇鹿町萄騎 �4 �����6ﾓ2ﾘ�ﾘ6��

4 僮 骨主砲司書太を 冓 ��r�艇*���自uｲ�

5 剋O竜天覧 �3 ��2�程､ﾈ,4bﾖ��

6 � � ����

1420 佇飲�8ﾈ�ｸ5��1 �:莞荒海観 刄ｿ �(��梯��ﾆh�{�����x��t���ﾒ�x��

2 刳ﾏ梅 凵ｹ 偖����ﾂ��rﾘ6��

3 剔ｧ痩息 册' 白�����ﾂ��rﾘ4��ｲ�

4 凵｡ 剋� 未�艇�ﾉ+y�ｨ���

5 刄m蕪車敵触 �3 處r�梯�ｨﾔ��ﾘ耳����

1500閉会式′ 
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過　去　の成　績
優勝タイム　ベスト5　1海　保　大10-13.2第21回

2　神戸商船大10-23　第8回

3　海　保　大10-34.3第10回

4　防　衛　大10-50.2第12回

5　防　衛　大10-53.6第27回

(注)第1回～2回は1海里レース

3回以降は2,000mレース

回 僖霾�?｢�場所 ���2 �2�4 迭�6 途�8 ��

1 �3"綯�#2�東京 �8ﾈｹ��X蝎�R�ﾆﾂﾓ3B�2�東京商船大 ll-42.8 ���ｸⅹ�I�R��"ﾓ�ゅ��防衛大 12-15.4 ��X蝎�R��"ﾓ�ゅ��海保大 12-17.5 俾ﾘ髯8y�R��"ﾓ#2絣�三重大 12-56 湯�10 ��

2 �32絣�#R�神戸 �8ﾈｹ��X蝎�R�水産大 �8ﾈｹ顫I�I�R�防衛大 ���ｸⅹ�I�R�海保大 俾ﾘ髯8y�R�長崎大 倅�I�R�海技大 免ﾂ� 
13-16 ��2ﾓ���13-34 ��2ﾓCB�14-27.2 ��Bﾓ3B���14-18.1 ��BﾓS"繧�15-02.6 ��Rﾓ3��"�

3 �3B綯縒�呉 ��X蝎�R�海保大 �8ﾈｹ��X蝎�R�防衛大 �8ﾈｹ顫I�I�R�神戸商船大 倅�I�R�幹候校 唸､8ｵｩ�R�長崎大 俾ﾘ髯8y�R�
ll-35.6 免ﾂﾓ3b�2�ll-52.7 ��"ﾓ�2綯�1ト53.4 ��"ﾓ�ゅR�12-15.7 ��"ﾓ�R�2�12-37.8 ��"ﾓSゅ��13-25.6 

4 �3R綯絣�横須賀 ���ｸⅹ�I�R�水産大 丶9]ｹ�R�防衛大 �8ﾈｹ��X蝎�R�三重大 �8ﾈｹ顫I�I�R�鹿児島大 �+xﾞ��R�日本犬 ��
13-07.2 ��2ﾓ�b�13-17.6 ��2ﾓ#r縒�･13-19.8 ��2ﾓ#2�"�13-31.5 ��2ﾓS"�"�14-00 ��bﾓ#b���

5 �3b絣�#��神戸 �8ﾈｹ��X蝎�R�水産大 倅�I�R�海保大 ���ｸⅹ�I�R�鹿児島大 �8ﾈｹ顫I�I�R�防衛大 �+xﾞ��R�日本大 丶8ｵｩ�R�
16-23 ��rﾓ�2�17-26.6 ��rﾓ#偵��17-02.6 ��rﾓ3"繧�17-55.3 ��rﾓC"纈���蔦32紕�20-52.4 

6 �3r絣�#r�館山 �8ﾈｹ顫I�I�R�防衛大 ��X���R�三重大 �8ﾈｹ��X蝎�R�神戸商船大 �+xﾞ��R�海保大 俾ﾘ髯8y�R�日本大 ��
12-17 ��"ﾓ#r�12-53 ��2ﾓ���12-35 ��"ﾓC��13-23 ��"ﾓS��13-03 ��2ﾓ#��

7 �3ゅR����呉 �8ﾈｹ��X蝎�R�海保大 ���ｸⅹ�I�R�三重大 冉���R�東京商船大 ��X���R�長崎大 �?ｩgｸﾊ"�鹿児島大 丶8ｵｩ�R�
ll-31.1 免ﾂﾓ32�2�12-06.6 ��"ﾓ�2絣�1ト41.1 ��6sCR�ll-45.7 ��"ﾓ#B�2�12-24.3 ��"ﾓ3��"�13-13.5 

8 �3偵R����館山 ���ｸⅹ�I�R�海保大 �8ﾈｹ顫I�I�R�防衛大 �8ﾈｹ��X蝎�R�三重大 俾ﾘ髯8y�R�水産大 �+xﾞ��R�海技大 �?ｩgｸﾊ"�
10-23 ���ﾓ#偵B�10-32 免ﾂﾓ�B�10-31.6 ���ﾓCB�ll-14.7 ���ﾓCR紕�10-45,8 免ﾂﾓ#2�1ト31.7 

9 鼎�ﾃR��b�神戸 ���ｸⅹ�I�R�防衛大 ��X蝎�R�海保大 �8ﾈｹ��X蝎�R�鹿児島大 倅�I�R�東京商船大 �+xﾞ��R�日本犬 丶8ｵｩ�R�
ll-34.8 免ﾂﾓC��1ト41.4 免ﾂﾓS"���1ト41.8 免ﾂﾓCr�1ト50.6 免ﾂﾓCB綯�12-03.8 ��"ﾓ�2繧�12-49.8 

10 鼎�絣��R�三笠沖 丶9]ｹ�R�防衛大 倅�I�R�日本大 ���ｸⅹ�I�R�水産大 �8ﾈｹ��X蝎�R�東京商船大 俾ﾘ髯8y�R�長崎大 丶8ｵｩ�R�
10-34.3 ���ﾓCR�10-55.3 免ﾂﾖﾆﾂ�"�ll-25.5 ��6s3�紕�12-18.0 免ﾂﾓ#�絣�ll-24:2 免ﾂﾓS�紕�12-03.3 

ll 鼎"絣��B�呉 冉���R�海保大 倅�I�R�東京商船大 ���ｸⅹ�I�R�鹿児島大 ��X���R�長崎大 �8ﾈｹ��X蝎�R�日本大 丶8ｵｩ�R�
ll-31.3 免ﾂﾓ32絣�ll-47.8 免ﾂﾓSB紕�ll-44.8 免ﾂﾓCb���ll-47.5 ��6sSr縒�1ト57.8 ��"ﾓ#R紕�12-34.0 

12 鼎2絣����館山 冉���R�神戸商船大 丶9]ｹ�R�東京商船大 俾ﾘ髯8y�R�三重大 �+xﾞ��R�日本大 ��X蝎�R�海技大 忠8ﾈｹ��X蝎�R��
10-50.2 免ﾂﾓ�R�"�1ト10 免ﾂﾖﾆﾂ�1ト17.6 免ﾂﾓ3��"�ll-15.7 免ﾂﾓ3����"ﾓ�r�

13 鼎B絣�#2�負 冉���R�東京商船大 丶9]ｹ�R�三重大 �+xﾞ��R�鹿児島大 丶8ｵｩ�R�神戸商船大 ��X蝎�R�神戸商船大 倅�I�R�12 ��2�
1ト34.0 ��6sCb���1ト52.6 ��"ﾓ�2綯�1ト46.1 ��"ﾓ�R紕�12-22.1 ��"ﾓ3"縒�12-48.9 

14 鼎R絣��r�菖⑳滞 冉���R�長崎大 丶9]ｹ�R�日本犬 �8ﾈｹ顫I�I�R�鹿児島大 ��X蝎�R�東京水産大 丶8ｵｩ�R�剴d通大 
12-06.0 ��"ﾓ�b繧�12-34.4 ��Bﾓ�b���14-30.4 ��Bﾓ3ゅ"�14-54 ��Rﾓ�ゅ��15-ll ��Rﾓ#��15-44 ��椿ﾆﾂ紕�

15 鼎b絣��b�西宮沖 冉���R�神戸商船大 俾ﾘ髯8y�R�長崎大 �8ﾈｹ顫I�I�R�日本大 �8ﾈｹ��X蝎�R�水産大 丶9]ｹ�R�三重大 丶8ｵｩ�R�神奈川歯大 
1ト45 ��"ﾓ�"纈�12-36.4 ��2ﾓC"紕�13-09 ��2ﾓ#�縒�12-27.8 ��2ﾒ���縒�13-06.3 ��2ﾓ�B���14-59.8 ��蔦#R�2�

16 鼎r絣�#��馬堀 冉���R�海保大 ���ｸⅹ�I�R�鹿児島大 倅�I�R�長崎大 �8ﾈｹ��X蝎�R�水違大 �8ﾈｹ顫I�I�R�日本犬 丶8ｵｩ�R�電通大 ���=��ﾈ餾�R�14 
1ト01.3 免ﾂﾓ�B���1ト16.1 免ﾂﾓ�r���1ト30.7 免ﾂﾓ3����ll-31.1 免ﾂﾓSR�"�ll-30.4 免ﾂﾓS����12-00.6 ��2ﾓ�ゅR�6I,ｩ�R�13-41.6 神奈川歯大 

17 鼎ゅR�#b�呉 丶9]ｹ�R�東京水産大 �8ﾈｹ顫I�I�R�長崎大 ��X蝎�R�三重大 ���ｸⅹ�I�R�防衛大 俾ﾘ髯8y�R��日本犬 丶8ｵｩ�R�
ll-37.6 免ﾂﾓS����ll-50.8 免ﾂﾓcR絣�1ト52.3 免ﾂﾓSゅ��ll-33.9 免ﾂﾓC2纈�12-15.4 ��"ﾓ3�纈�12-56.4 

18 鼎偵R����館山 �+xﾞ��R�海保大 ��X���R�神戸商船大 冉���R�東京水産大 俾ﾘ髯8y�R�東京商船大 倅�I�R�日本犬 丶8ｵｩ�R�
1ト26.4 免ﾂﾓC��ll-50 免ﾂﾓSB�"�12-04.3 免ﾂﾓC"綯�ll-54.2 ��"ﾓ�ゅr�12-28 ��"ﾓ3偵��12-38.1 ��2ﾓ#2紕�6I,ｩ�R�13-38.1 海技大 

19 鉄�絣����富浦 ���ｸⅹ�I�R�防衛大 �8ﾈｹ��X蝎�R�海保大 �+xﾞ��R�鹿児島大 �?ｩgｹ�R�水産大 丶8ｵｩ�R�神奈川歯大 倅�I�R�
1ト18.1 免ﾂﾓ#��ll-44.3 ��"ﾓ�2絣�1ト46 免ﾂﾓS"纈�12-06.2 ��6sS偵"�12-10.6 ��2ﾓ�偵B�15-51.9 

20 鉄�絣��b�芦屋沖 ���ｸⅹ�I�R�長崎大 �8ﾈｹ��X蝎�R�海保大 俾ﾘ髯8y�R�日本犬 ��X蝎�R�三重大 冉���R�東京商船大 ���=��ﾈ餾�R�
ll-05.4 ��ｩfﾓ���"�1ト11.3 免ﾂﾓ�r綯�ll-26.0 免ﾂﾓ3ゅb�ll-44.8 ��6sS"綯�ll-41A ��"ﾓ���"�12-17.8 ��"ﾓ#b纈�12-49.5 

21 鉄"絣�#��馬堀 丶9]ｹ�R�神戸商船大 冉���R�鹿児島大 ��X蝎�R�長崎大 �8ﾈｹ��X蝎�R�東海大 �8ﾈｹ顫I�I�R�三重大 �?ｩgｹ�R�神奈川歯大 �6I,ｩ�R�海技大 
10-13.2 ���ﾓ�b紕�10-25 ���ﾓCR繧�10-48.5 ���ﾓ3��ll-05 免ﾂﾓCR���10-42.8 免ﾂﾓ�b�ll-29.3 免ﾂﾓ3�繧�ll-40 ��2ﾓ�R紕�?ｨ鮖gｹ�R�

22 鉄2絣�#��呉 丶9]ｹ�R�水違大 ���ｸⅹ�I�R�防衛大 �+xﾞ��R�東京水産大 俾ﾘ髯8y�R�東京商船大 倅�I�R�海技大 �8ﾈ､9�R�神奈川歯大 �6I,ｩ�R�
ll-01.3 ��6s�"���ll-21.2 免ﾂﾓ#2繧�ll-31.5 免ﾂﾓSr縒�12-19.6 ��"ﾓ#����12-01.4 ��"ﾓ�r縒�12-ll.1 ��"ﾓ#B纈�13-12.5 

23 鉄B絣�#��江田島 �+xﾞ��R�神戸商船大 冉���R�海保大 �8ﾈｹ��X蝎�R�東海大 ��X���R�三重大 �8ﾈｹ顫I�I�R�海技大 俾ﾘ髯8y�R�神奈川歯大 �6I,ｩ�R�
12-13.1 ��"ﾓ#�纈�1㌢25 ��"ﾓ3��12-38.4 ��"ﾓ3偵B�12-47.2 ��"ﾓSr�"�13-28.8 ��"ﾓCゅR�13-10.4 ��2ﾓC2綯�14-18.2 ��2ﾓ#ゅR�6I,ｩ�R�

24 鉄R絣����芦屋沖 �8ﾈｹ��X蝎�R�鹿児島大 ��X蝎�R�長崎大 丶9]ｹ�R�東京商船大 �?ｩgｸﾊ"�防衛大 ���ｸⅹ�I�R�東薙大 丶8ｵｩ�R�神奈川歯大 �6I,ｩ�R�
ll-17.1 ��6sC2�ll-45.2 ��6sS2絣�1ト55 免ﾂﾓCb絣�ll-59.1 免ﾂﾓS偵2�12-08.1 ��"ﾓ�"紕�12-56.8 ��2ﾓ�b紕�13-26.8 

25 鉄b絣�3��馬堀 �8ﾈｹ��X蝎�R�日本大 ���ｸⅹ�I�R�防衛大 ��X蝎�R�鹿児島大 �8ﾈｹ顫I�I�R�長崎大 丶9]ｹ�R�東海大 倅�I�R�神奈川歯大 丶8ｵｩ�R�
ll-00.7 免ﾂﾓ�綯絣�1ト16.9 免ﾂﾓ�r���ll-20.3 免ﾂﾓ#2綯�ll-36.4 免ﾂﾓC"�2�ll-39.6 ��"ﾓ3��12-31.6 ��"ﾓ3B�"�12-46.2 ��"ﾓC偵"�



回 僖霾�?｢�場所 啖ﾃ$S3EｳTSc�s�����劔劔10 免ﾂ�12 ��2�14 

26 鉄r絣��r�負 丶9]ｹ�R�東京水産大 冉���R�東京商船大 俾ﾘ髯8y�R�神戸商船大 ��X蝎�R�日本大 �+xﾞ��R�東薙大 丶8ｵｩ�R�神奈川歯大 �6I,｢��R� 
ll-15.2 免ﾂﾓ#R絣�1ト33.7 ��6s3偵R�1ト24.4 免ﾂﾓ3B絣�ll-36.5 ��"ﾓ�ゅ��ll-57.2 ��"ﾓ#�繧�12-51.5 ��2ﾓ�ゅR�13-27.4 

27 鉄ゅR�#��馬堀 冉���R�東京商船大 丶9]ｹ�R�神戸商船大 �?ｩgｸﾊ"�鹿児島大 �+xﾞ��R�東京水産大 免ﾂﾓ#����ll-23.2 丶8ｵｩ�R�東薙大 ���=��ﾈ餾�R�電通大 
10-53.6 免ﾂﾓ�R綯�1ト10.4 免ﾂﾓ�R�ll-33.2 ��6s�"���ll-15.4 ��6s�偵��冤l-50.8 ��"ﾓ���"�12-45.a ��"ﾓSゅ"�

28 鉄偵R�#��芦屋沖 �8ﾈｹ��X蝎�R�防衛大 �8ﾈｹ顫I�I�R�水産大 俾ﾘ髯8y�R�三重大 丶9]ｹ�R�日本犬 �+xﾞ��R�神戸商船大 �8ﾉ>9�R�海技大 �6I,ｩ�R�神奈川歯大 
10-57.5 免ﾂﾓ�2�"�ll-21.2 免ﾂﾓ#r紕�ll-32.5 免ﾂﾓ#����ll-26.3 ��6s3"繧�ll-36.0 免ﾂﾓ#偵b�12-14.7 ��"ﾓ#�絣�13-07.8 ��2ﾓ�R���

29 田�絣����+束京 �8ﾈｹ��X蝎�R�防衛大 ��X���R�鹿.児島大 �?ｩgｸﾊ"�海保大 倅�I�R�神戸商船大 �+xﾞ��R�海技大 ���=��ﾈ餾�R�電通大 �8ﾉ>9�R�東京商船大 
17-12.3 ��ふ3偵��2ト08.8 �#�ﾓ�b���24-44.1 ��蔦�"���19-27.4 �#�ﾓSゅR�25-35.8 

30 田�絣����呉 ��X蝎�R�防衛大 �8ﾈｹ��X蝎�R�東京商船大 俾ﾘ髯8y�R�海保大 倅�I�R�長崎大 �?ｩgｹ�R�神戸商船大 丶8ｵｩ�R�東海大 ���=��ﾈ餾�R�電通大 
ll-13.1 免ﾂﾓ�R粤��ll-16.7 免ﾂﾓ#R絣�ll-29.8 免ﾂﾓS�繧�ll-55.1 ��6sSゅ"�12-01.6 免ﾂﾓC����12-28.3 ��"ﾓ#ゅ2�12-59.2 ��Bﾓ3�繧�

51 田"絣��r�伊勢町 冉���W��神戸商船大 �8ﾈｹ��X蝎�R�水産大 �8ﾈｹ顫I�I�R�鹿児島大 倅�I�R�海保大 �?ｩgｸﾊ"�東海大 �+xﾞ��R�神奈川歯科 丶8ｵｩ�R�電通大 
12-04 ��"ﾓ#B�12-26 ��"ﾓC��12-52 ��"ﾓS"�12-27 ��"ﾓ3r�12-50 ��"ﾓS��13-04 ��2ﾓSR�14-35 ��Rﾓ3��

32 田2絣�#"�芦屋沖 �8ﾈｹ��X蝎�R�鹿児島大 丶9]ｹ�R�神戸商船大 �8ﾉ>9�R�東京商船大 ��X蝎�R�日本大 倅�I�R�防衛大 �+xﾞ��R�神奈川歯大 丶8ｵｩ�R�電通大 
ll-25 免ﾂﾓ#r�ll-31 免ﾂﾓCb�12-14 免ﾂﾓS��ll-53 ��"ﾓ�"�12-37. 免ﾂﾓ���12-15 ��"ﾓ#��12-54 ��Bﾓ���

33 兌ﾓ�絣�#��呉 俾ﾘ髯8y�R�東京水産大 ���ｸⅹ�I�R�防衛大 �8ﾈｹ顫I�I�R�水産大 �?ｩgｹ�R�海保大 �+xﾞ��R�東海大 倅�I�R�神奈川歯大 �6I,ｩ�R� 
ll-17.3 免ﾂﾓ#ゅ��ll-30.3 免ﾂﾓ3�絣�ll-36.1 免ﾂﾓCB�"�12-06.7 ��"ﾒ��ゅ��12-27.6 ��"ﾓ#b�"�12-29.5 ��"ﾓ3b���14-35.9 

34 �"絣��2�東京 �8ﾈｹ��X蝎�R�海保大 �8ﾈｹ顫I�I�R�防衛大 ��X蝎�R�長,崎大 �8ﾈ､9�R�神奈川歯大 俾ﾘ髯8y�R�神戸商船大 �?ｩgｹ�R�電通大 倅�I�R�海技大 
ll-47.9 ��"ﾓ��紕�12-07.2 ��"ﾖﾆﾂ�2�12-32.7 ��"ﾓ3b縒�12-42.7 ��2ﾓ3偵B�12-04.0 ��"ﾓ#B紕ﾒ�13-04.5 ��2ﾓSb���14-31.2 ��Rﾓ�偵��
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